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「マジャル現象」は保守をもって保守を制するか：オルバーン政権のスキャンダルと保守新党台頭の行方」 

 

2024 年 6 月 6 日 

地経学研究所 研究員補 

石川 雄介 

 

今年 2 月に表面化し、大統領の辞任にも発展した児童性的虐待関連の恩赦をめぐるスキャンダルは、オルバー

ン政権に決して軽くない打撃を与えている。国民の反発はオルバーン大統領に向かい、与党フィデス内部にも批

判の声が上がる中、急速に支持を集め始めたのがマジャル・ペーテルとその保守新党「ティサ（TISZA）」だ。第

二次オルバーン政権で重要な役割を担いながらも一定の距離を置いてきたマジャルは、ハンガリーの有権者か

ら支持を獲得するには十分な条件を備えている。現時点で政権を揺るがすまでには至らないものの、欧州議会

選の結果次第では与党分裂につながる可能性も指摘される。 

 ハンガリー国民は 2010 年から現在まで続くフィデス（Fidesz）政権を、そしてオルバーン・ヴィクトル首相をどの

程度支持しているのだろうか。 

2022 年 4 月に行われた総選挙で、与党は憲法改正に十分な 3 分の 2 以上の議席を確保し、オルバーン首

相は 「月から見えるほどの大勝利」と表現した。反移民や反 EU を訴えることで EU への失望や不満を取り込

み、そしてロシア・ウクライナ戦争の早期終結と物価上昇対策を強調することで戦争による負担増への不満を吸

収する形で、フィデスへのハンガリー国民の支持の根強さを見せつけた 1。 

 しかし、オルバーン政権は、2024 年初頭に就任以来初めての大型政治スキャンダルに見舞われ、盤石かに見

えた欧州議会選挙においても新政党への支持の急増という政治的な課題に直面している。こうした揺らぎは、

EU の加盟国でありながら権威主義化を進めるオルバーン政権による言論の自由への締め付けの限界を浮き

彫りにしている。 

 

政権スキャンダル：性的虐待関係者の恩赦と大統領就任 

2024 年 2 月初旬、ハンガリーの独立系メディア「444.hu」においてセンセーショナルなニュースが報じられた。1

月に独立系メディア「HVG」が明らかにした 2023 年の恩赦リストの中に、2004 年から 2016 年にかけて 10 人以

上の少年を虐待した罪で有罪判決を受けた児童養護施設の副院長が、恩赦対象として含まれていたという。こ

の男性は、2023 年 4 月 27 日、ローマ教皇のハンガリー訪問を前に密かに恩赦を受けていた 2。 

 この報道をうけて、恩赦を決定したノヴァーク・カタリン大統領とそれを承認する立場にあったヴァルガ・ユディッ

ト司法相（当時）に批判が殺到した。2 月 4 日の野党モメンタム運動による「小児性愛は想像を絶する最悪の犯

罪のひとつであり、被害者の人生に回復不能な損害をもたらすものだ」という批判はその一例である 3。ノヴァー

ク大統領は、6 日の記者会見において小児性犯罪を非難した一方で、今回の報道については「（野党による）政

治的なキャンペーン」だと批判をかわそうとした。しかし、この会見は野党によるさらなる反発と辞任要求を招くだ

けの結果となった。対応を迫られた政府は、8 日に大統領職の恩赦に関する権限を狭め小児性犯罪の恩赦を禁

止する憲法改正案を提出すると宣言したが、批判が収まることはなかった。 

 それどころか、与党フィデスの中にもこの恩赦に対して異を唱える政治家が現れた。ラジオ・フリー・ヨーロッパ

によれば、同メディアに対して複数のフィデス関係者が匿名を条件に「党内は沈黙とショックに包まれている」と
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驚きをもって受け止められた状況を明かすとともに、「これは今、誰にとっても非常に不愉快なことだ」と与党とし

ての姿勢に不満の声を漏らしたという 4。 

 こうした政権内部からの批判はフィデスにとって想定外であったように見える。 

ハンガリーでは、2010 年の第二次オルバーン政権の発足以降、法改正やメディアの買収、親会社の統合など

を通じて、政府によるメディアへの支配を徐々に強化した。汚職スキャンダルに対する野党からの追及などを主

要メディアが報じないようにさせるとともに、政府の主張を頻繁に報じさせることも可能になった。オルバーン首

相およびアンタル・ロガーン首相府官房長官を中心として作られた、特定の内容に関する言論の自由を完全に

排除することはないものの静かな言論統制下にあるハンガリーの政治体制を、同国の独立系シンクタンク

Political Capital ディレクターのクレコー・ペーテルは「情報独裁国家（informational autocracy ）」と呼ぶ 5。 

 しかし、今回の恩赦は、与党議員および与党を支持するハンガリー国民にとっても納得できる決定ではなかっ

た。2 月 13 日から 20 日にかけて行われた世論調査でフィデスは支持率を数ポイント減少させた 6。児童への性

的虐待は、子どもや家族の重要性を訴えてきたフィデスの主義主張と明らかに反するものであり、またノヴァー

ク大統領は就任前に家族政策担当大臣を務めるなど家族政策の中核的な役割を担ってきた人物であったことも

大きな要因であろう。このスキャンダルはオルバーン政権が築き上げてきた情報独裁国家における一つの弱点

をあぶり出した。 

 2024 年 2 月 10 日、ノヴァーク大統領は、世界水泳選手権のためのカタール訪問を急遽切り上げて帰国し、恩

赦決定は「誤っていた」として辞任を表明した。同時に、ヴァルガ前司法相も議員辞職を表明した。ハンガリーに

おいて大統領や閣僚が任期途中で退任するケースは 2012 年のシュミット・パール大統領の博士論文剽窃を理

由とした辞任に次いで、2 例目である。しかし、今回は政治スキャンダルの影響は大統領のみに留まらず、フィデ

スにも及んでおり、オルバーン政権へのダメージは小さくない。 

 恩赦をめぐるスキャンダルが大々的に報道されてからわずか１週間程度での辞任発表。オルバーン政権は、

速やかに関係者に責任を取らせ、対策を訴えることで幕引きを図ろうとした。しかし、その後も誰が恩赦の決定を

主導したかをめぐって議論は続き、政権は引き続き”火消し”に追われる状況が続いていた。 

 

マジャル・ペーテルによる保守系野党の急成長 

このような状況において政界に姿を現したのが、現在 43 歳で弁護士のマジャル・ペーテルである 7。2 月 12

日、マジャルは独立系 YouTube チャンネル「パルティザン」に出演。インタビューに応じ、今回の恩赦決定からそ

の対応をめぐる一連の経緯に対して、保守派の一人としての憤りをあらわにした 8。翌月の 3 月 15 日には、ブ

ダペストで約 3 万人の群衆を動員し、過去数年で最大規模の反政府集会を開催、近日中に「国のために働きた

いと願うすべての善意のハンガリー人が参加することを歓迎する」政党を立ち上げることを表明した 9。 

 マジャルは、ヴァルガ前司法相の元夫であり、大叔父にマードル・フェレンツ元大統領を持つことでも知られて

いる。2006 年に当時は野党であったフィデスが主導した反政府デモに参画して以降、第二次オルバーン政権に

おいてハンガリー欧州連合代表部の外交官としての経験や首相府の外交チームにて EU との調整役を担った

経験を持つ。その後も、ヴァルガ前司法相が政界からの引退を表明するまではいくつかの役職を持っており、近

年ではハンガリー開発銀行（MFB）や学生ローンセンター（Diákhitel Központ）の取締役を務めた。しかし、政府で

活躍する同年代のシーヤールトー・ペーテル外務貿易相等とは異なりフィデスの青年組織（Fidelitas）に育てられ

たわけではなく、政権の内部にいたとはいえ、その中枢を担ってはいなかった。 

https://www.fsight.jp/articles/-/50635#f04
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 政権の内情を把握しているものの政府とは一定の距離を保ってきたという彼の経歴は、ハンガリーの有権者

から支持を獲得するには十分な条件であった。 

 首都ブダペストでの集会への大規模動員を成功させたマジャルは、5 月にもハンガリー第二の都市で、フィデ

ス支持者が伝統的に多い「フィデス王国」のデブレツェンでも大規模デモを実施し、約 1 万人もの有権者を動員

することに成功した 10。ハンガリーの野党への支持は都市部が中心であり地方での支持を獲得できない傾向に

あるが、その傾向はマジャルには見られない。マジャルは、地方の街に与党フィデス以上に積極的に足を運び、

（支援獲得に苦しんでいる他の野党とは異なり）実際に多くの有権者を動員している。ある地方の町では「何百

人もの人々が拍手を送」り、別の都市では群衆が団結して「空に向かって手を伸ばしていた」という 11。 

 

 

4 月 17 日から 6 月 5 日までにマジャル・ペーテルが選挙戦において訪れた都市や集落の一覧 ※引用元：

Google 社「Google マップ」、Telex の 5 月 15 日までの集計をもとに筆者追記 

 

こうして起きた「マジャル現象」は、2 年前の 2022 年、野党統一候補の勝利がかなわず失望していた有権者に

加えて、近年深刻な課題となっているインフレ対応をめぐって不満を募らせていた有権者の支持も獲得したこと

で起きているように映る。 

 これに対して、オルバーン政権は得意のメディア戦略で対抗しようとした。その手段のひとつが 2020 年に設立

された SNS インフルエンサー支援センター「メガフォン（Megafon）」である。この組織は公式には政府からの資金

提供を否定しているものの、独立系メディア Telex などが間接的な資金提供の実態を明らかにしており、政府寄

りの機関とされている 12。マジャルを非難するため、ハンガリー政府はメガフォンを通じて Facebook 広告費に約

1300 万円を提供した 13。また、オルバーン政権は欧州議会選向けの街頭ポスターのターゲットにもした。オル

https://www.fsight.jp/articles/-/50635#f10
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バーン首相が対決姿勢を強める欧州委員会委員長のウルズラ・フォン・デア・ライエンに向けたネガティブキャン

ペーンには、委員長の「謙虚な召使い」の一人としてマジャルが名指されている 14。 

 しかし、オルバーン政権によるマジャル批判は説得力に欠けている。マジャルを他の野党と同様に「左翼」と批

判しても 15、本人は保守を自任していることからその効果は薄く、それ以上の政策面での批判はフィデスの政策

の自己批判となる。SNS では、政府系メディアやインフルエンサーが中心となってヴァルガ前司法相に対する

DV 疑惑をはじめとするマジャルの疑惑を積極的に報じているが、こうしたマジャルの過去の言動への追及も、

過去のフィデスによる政治任用の正当性を否定することになり、フィデス自身へのブーメランとなりかねない。 

 実際、3 月に行われた Medián による世論調査では、恩赦をめぐるスキャンダルの責任をオルバーン首相に求

めた有権者の割合は約 3 分の 2 にのぼり、その余波はおさまっていない 16。また、4 月に行われた別の団体に

よる世論調査では、マジャル・ペーテルの新政党「ティサ（TISZA：『尊重と自由』の頭文字であり、ハンガリー最大

のドナウ川支流の名前でもある）」は投票する可能性のある有権者のうち 23％の支持を獲得し（フィデスは

49％）、野党第 1 党であった民主連合の 8％を大きく上回った 17。ティサ党はフィデスに対抗して、賃上げや福

祉の拡充、不正の禁止、公共メディアの独立性の回復などを訴えている 18。政権を揺るがすとまでは現時点で

は言えないが、マジャル・ペーテルの新政党が政権にとって厄介な存在となりつつあることは確かであろう。 

 

 

欧州議会選における与党のネガティブキャンペーンで使われているポスター（マジャルは右端） ※セーケシュフ

ェヘールバールにて筆者撮影 

 

分水嶺としての欧州議会選挙 

とはいえ、マジャルの新党を含めハンガリーの野党にとって、選挙戦は過酷なものである。ハンガリーは歴史的

に大政党に有利な選挙制度であり、少ない票で多くの議席を獲得できる。第二次オルバーン政権は、国政選挙

において、OSCE（欧州安全保障協力機構）の民主制度・人権事務所の規定に反する選挙区割りの変更を強行

し、野党優勢の選挙区をまとめることで与党にとって不利な選挙区の数を減らした。また、得票率が過半数に達

https://www.fsight.jp/articles/-/50635#f14
https://www.fsight.jp/articles/-/50635#f15
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しなかった際の決選投票を廃止することで、野党が優勢な都市部などでも得票率で上回れば与党が勝利できる

システムを作り出した。さらには、一定数の選挙区において候補者の擁立を行わないと政党名簿を作成できな

いように法律を改正するとともに、複数政党で共同リストを出す場合に議席を得るための閾値を引き上げること

で、野党が団結するかどうかにかかわらず、野党にとって不利な状況を生み出した 19。 

 他方、欧州議会選は EU の共通規則で認められている最大の閾値（5％の得票率）が議席獲得要件として課さ

れてはいるものの、選挙区はハンガリー全体で１つという大選挙制となっており、国政選挙と比べると与党の制

度上の優位性が少ない選挙制度となっている 20。欧州議会において、ハンガリーは 21 議席を与えられており、

マジャルの新政党「Tisza Party」は 4 月中旬時点では 3 議席、5 月末の調査ではその倍の 6 議席の議席獲得

が予想されている。 

 

色分けは円グラフの外側にそれぞれ記載の欧州議会における政治会派による ※出典：Euractiv21 

 

 ティサ党にとっては、6 月 9 日の選挙で実際に 6 議席を獲得し、最大野党そして前例のない躍進を成し遂げた

新政党としてフィデスに存在感を見せつけることができるかが 1 つの鍵となる。また、エトヴェシュ・ロラーンド大

学（ELTE）のトゥルク・ガーボル准教授が指摘するように、他の野党からではなく与党を支持する有権者から票を

奪えているかも重要だ。50%近くまで与党の得票率が減れば、与党の幹部の一部がマジャルに合流するといった

与党分裂の可能性を排除しきれなくなってくる 22。 

「マジャル現象」というハンガリー政治の新たなうねりは、かつてオルバーン政権への対抗を試みた他の野党と

同様に、あくまでも一時的なものにとどまり、オルバーン政権の権威主義体制の強靭さをみせつけるのか。それ

とも、これまでのリベラル派による与党批判とは一線を画す保守派による政権批判を通じて「保守を持って保守

を制する」ことができるのか。欧州議会選のハンガリーにおける結果とその後の行方が注目される。 
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